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○介護人材実態調査の目的 
   介護人材実態調査では、介護人材の①性別・年齢構成、②資格保有状況、③過去１

年間の採用・離職の状況、④訪問介護サービスにおけるサービス提供の実態などを把握しま

す。そして、調査の結果や、調査結果に基づいた関係者間での議論を通じて、地域内の介護

人材の確保・サービス提供方法の改善などにつなげていくことを目的としています。 
 

○介護人材実態調査の実施方法 
アンケートは、事業所、施設・居住系サービスの管理者の方などにご回答いただきました。 

調査では、各事業所等に所属する介護職員の数や、採用・離職の状況に加え、各介護職 

員の属性を個別にご回答いただくことで、多様なクロス集計を可能にしています。 

また、訪問介護事業所については、別途に職員が回答する「職員票」を用意しています。これ 

は、特に訪問介護について、個々の職員の身体介護・生活援助の提供状況を把握することで、 

サービス提供に見直しの余地がないか検討することを想定しています。 
 

 「調査対象の事業所及び介護職員」 

事業所 

・ 特別養護老人ホーム 平取かつら園  

・ 通所介護 びらとりデイサービスセンター 

・ 認知症対応型共同生活介護 こころのホームふれない 

・ 認知症対応型通所介護 こころのホームふれない 

・ 指定訪問介護事業所  

合計 ５事業所 

 

介護職員 

・ 指定訪問介護事業所職員６名 

 

「調査期間」 

調査月:令和５年２月～３月 
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1 介護人材実態調査票（事業所票） 

 

（１）サービス系統別の資格保有の状況 

 
全体では、介護福祉士の資格保有者 67.9％です。その内訳をみると、「訪問系・通所系」の介護福

祉士の有資格者は約半数となり、「施設・居住系」は介護福祉士の有資格者は 80％と高い結果になっ

ています。 

 

（２）年齢別の資格保有の状況 

 
  介護福祉士の資格保有では、「30 歳代」の割合が最も高く 90.0%となっています。次いで、「40 代

（86.7%）」、「50 代（85.7%）」になっています。 

  全体では、「いずれも該当しない（資格を保有されていない）」は 15.1％の結果になっており、今後は、

資格取得のサポートのため、「介護職実務者研修・福祉人材育成支援事業補助金」の普及啓発が必

要です。

67.9%

50.0%

52.9%

80.0%

3.8%

5.9%

3.3%

13.2%

50.0%

17.6%

3.3%

15.1%

23.5%

13.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=53)

訪問系(n=6)

通所系(n=17)

施設・居住系(n=30)

介護福祉士 介護職員実務者研修修了等 介護職員初任者研修修了等 いずれも該当しない 無回答

67.9%

16.7%

41.7%

85.7%

86.7%

90.0%

66.7%

3.8%

14.3%

6.7%

13.2%

50.0%

16.7%

10.0%

33.3%

15.1%

33.3%

41.7%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=53)

70歳以上(n=6)

60歳代(n=12)

50歳代(n=7)

40歳代(n=15)

30歳代(n=10)

20歳代(n=3)

20歳未満(n=0)

介護福祉士 介護職員実務者研修修了等 介護職員初任者研修修了等 いずれも該当しない 無回答
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（３）サービス系統別の正規職員・非正規職員の割合 

 
全体では、正規職員が 41.5％と半数を割っています。内訳をみると、訪問系は、全ての職員が非正規 

職員となっています。需要の高いサービスにも関わらず、職員の処遇が良くない現状がみられ、人材確保が

困難になっていると考えられます。 

 

（４）性別・年齢別の雇用形態の構成比（全サービス系統合計、n=５５） 

男性の雇用形態は、全て正規職員ですが、50 歳代以上の就労はありません。一方、女性は、非正規

職員が多いにもかかわらず、70 歳以上でも就労しており、⾧く勤める傾向がみられます。 

男性の就労割合の低さは、処遇の影響も考えられ、離職防止の観点からも処遇改善が必要と考えら

れます。また、女性の雇用形態については、⾧期労働することより、正規職員としての雇用が必要と考えら

れます。 

 

 

 

41.5%

35.3%

53.3%

58.5%

100.0%

64.7%

46.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計(n=53)

訪問系(n=6)

通所系(n=17)

施設・居住系(n=30)

正規職員 非正規職員 無回答

1.9%

3.8%

3.8%

1.9%

0.0%

0.0%

0.0% 0.0%

3.8%

15.1%

24.5%

11.3%

22.6%

11.3%

1.9%

5.7%

11.3%

7.5%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40%

0%10%20%30%40%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男性（正規職員） 男性（計） 女性（正規職員） 女性（計）
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（５）性別・年齢別の雇用形態の構成比（訪問系、ｎ＝８） 

 
訪問系の就労では、男性の雇用はなく、また、女性の正規職員がいない現状がみられます。非正規職 

員が主体の職場では、短時間での就労を望む方を雇用しやすい環境であると考えられます。 

 

（６）性別・年齢別の雇用形態の構成比（通所系、ｎ＝17） 

 
通所系の雇用形態では、男性は全て正規職員ですが、女性では、ほとんどの方は非正規職員となって 

います。 

 

 

 

 

 

 

 
 

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

16.7%

16.7%

33.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

0%10%20%30%40%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男性（正規職員） 男性（計） 女性（正規職員） 女性（計）

0.0%

0.0%

5.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.9%

5.9%

29.4%

11.8%

29.4%

11.8%

0.0%

11.8%

11.8%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40%

0%10%20%30%40%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男性（正規職員） 男性（計） 女性（正規職員） 女性（計）
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（７）性別・年齢別の雇用形態の構成比（施設・居住系、n=30） 

 

施設・居住系での雇用形態は、通所系と同様で、男性は全て正規職員となっています。女性は全体的 

に非規職員数は多いですが、「20 歳～40 歳代」は、正規職員数が多くなっています。 

 

（８）職員 1 人あたりの 1 週間の勤務時間（単位:時間） 

 
訪問系では、全ての方がパートタイムで勤務しており、比較的短時間での就労が可能なサービスと考え 

られます。 

通所系では、雇用形態によって勤務時間の差がみられることから、就労内容の差別化が図られていると

考えられます。 

施設・居住系では、雇用形態によって勤務時間の差がみられないことから、正規職員と非正規職員との

就労内容の差別化が図られていないと考えられます。 

 

 

 

0.0%

3.3%

3.3%

6.7%

3.3%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

23.3%

13.3%

20.0%

6.7%

0.0%

3.3%

10.0%

13.3%

6.7%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40%

0%10%20%30%40%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男性（正規職員） 男性（計） 女性（正規職員） 女性（計）

38.7 

19.5 

40.6 

41.5 

42.0 

0.0 

43.2 

41.6 

36.4 

19.5 

39.3 

41.4 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

全サービス系統(n=53)

訪問系(n=6)

通所系(n=17)

施設・居住系(n=30)

合計 正規職員 非正規職員
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（９）平日・土日別の職員 1 人・1 日あたり訪問介護サービス提供時間 

（身体介護、単位:分） 

 
平日では、非正規職員によるサービス提供はありますが、土日では、サービス提供がないため 0％となっ 

ています。 

 

（１０） 介護職員の変化 

サービス系統 

（事業所） 

職員総数 採用者数 離職者数 

正規 

職員 

非正規 

職員 
小計 

正規 

職員 

非正規 

職員 
小計 

正規 

職員 

非正規 

職員 
小計 

全サービス系統

(n=5) 
20 人 35 人 55 人 0 人 5 人 ５人 3 人 1 人 4 人 

訪問系 

(n=1) 
0 人 ８人 ８人 0 人 1 人 １人 0 人 0 人 0 人 

通所系 

(n=2) 
6 人 11 人 17 人 0 人 2 人 2 人 0 人 0 人 0 人 

施設・居住系

(n=2) 
14 人 16 人 30 人 0 人 2 人 2 人 3 人 1 人 4 人 

訪問系では離職者はいません。1 人の非正規職員の採用となっています。通所系も同様、離職者はい 

なく、２名非正規職員の採用になっています。 

 施設・居住系では、離職者４名に対し、採用数が上回っていることから、職員の負担が減ると考えられま 

す。採用が難しい状況下では、離職者を防ぐために処遇の改善を講じることが安定した雇用に繋がると 

考えられます。 

 

 

 

 

0.0 0.0 

8.5 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

平日 土日

正規職員 非正規職員
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（１１）前の職場が介護事業所である職員の前の職場の場所 

前の職場の場所 

現在の職場 

全サービス系統 訪問系 通所系 施設・居住系 

合計 5 人 100% 1 人 100% 2 人 100% 2 人 100% 

同一市区町村 2 人 40% 0 人 0% 1 人 50% 1 人 50% 

他の市区町村 3 人 60% 1 人 100% 1 人 50% 1 人 50% 

転職者は 5 人いますが、そのうち２人は町内の職場となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 
 

26.2%

0.0%

26.2%

2.1%

2.1%

9.8%

9.8%

62.0%

62.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=6)

小多機・看多機・定期巡回(n=0)

上記以外の訪問系サービス(n=6)

身体介護 買い物 調理・配膳 その他生活援助

２ 介護人材実態調査票 職員票（訪問介護職員） 
※訪問介護職員は８名採用されているが、内２名は、実働が殆どなく、集計には含めていない。 

 

（１）訪問介護のサービス提供時間の内容別の内訳（介護） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護では、62.0％が「その他生活援助（掃除等）」で、26.2％が「身体介護」となっています。介護

では、その他生活援助（掃除等）にかかるサービス提供時間が多いことがわかります。 

 今後、老老介護や単身世帯が増えることにより、職員の負担が大きい身体介護の需要が増えることが予 

測されます。 

 

（２）訪問介護のサービス提供時間の内容別の内訳（予防・総合事業） 

 
予防・総合事業では、100％が「その他生活援助（掃除等）」となっており、身体介護・買い物・調理

などは自立していることが分かります。 

  

 

 

 

 

100.0%

0.0%

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=6)

小多機・看多機・定期巡回(n=0)

上記以外の訪問系サービス(n=6)

身体介護 買い物 調理・配膳 その他生活援助
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（３）訪問介護員の年齢別のｻｰﾋﾞｽ提供時間の内容別の内訳（介護） 

 
身体介護では、「40 歳代が 85.2％」と最も高く、次いで「70 歳以上が 34.8%」、「60 歳代が

18.8％」、「30 歳代が 3.9%」となっています。60～70 歳の身体的負担を考慮し、40 歳代が身体介

護のサービス提供を中心的に行っていることが分かります。今後は、30 歳代も身体介護のサービス提供が

行えるよう取組が必要と考えられます。 

  

（４）訪問介護員の年齢別のサービス提供時間の内容別の内訳 

（予防・総合事業） 
（ヘルパー・デイサービスの利用。福祉用具貸与・購入、住宅改修は除く） 

 
提供内容については、各年代とも「その他生活援助」が 100％を示しています。 

 

 

26.2%

34.8%

18.8%

0.0%

85.2%

3.9%

0.0%

0.0%

2.1%

4.9%

9.8%

12.2%

18.8%

62.0%

48.2%

62.5%

14.8%

96.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=6)

70歳以上(n=2)

60歳代(n=1)

50歳代(n=0)

40歳代(n=1)

30歳代(n=2)

20歳代(n=0)

20歳未満(n=0)

身体介護 買い物 調理・配膳 その他生活援助

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=6)

70歳以上(n=2)

60歳代(n=1)

50歳代(n=0)

40歳代(n=1)

30歳代(n=2)

20歳代(n=0)

20歳未満(n=0)

身体介護 買い物 調理・配膳 その他生活援助
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（５）職員の年齢別の訪問介護提供時間（身体介護）

 
 

身体介護については、「70 歳以上が 55.9％」と最も高く、次いで「40 歳代 22.5」、「60 歳が 17.6％」 

「30 歳代が 3.9％」となっています。 

 

（６）職員の年齢別の訪問介護提供時間（生活援助） 

 
 生活援助については、「70 歳以上が 40.3％」と最も高く、次いで「30 歳代 30.8%」、「60 歳が

27.9％」となっています。 

 

0.0% 0.0%
3.9%

22.5%

0.0%

17.6%

55.9%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

全体 正規職員

0.0% 0.0%

30.8%

1.1%
0.0%

27.9%

40.3%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

全体 正規職員


